
　

ペ
ル
ー
で
は
こ
こ
数
年
、
通
貨
ヌ
エ

ボ
・
ソ
ル
の
限
定
硬
貨
の
発
行
や
デ
ザ

イ
ン
刷
新
が
相
次
い
で
い
る
。
ペ
ル
ー

中
央
銀
行
は
二
〇
一
〇
年
か
ら
、
世
界

遺
産
で
あ
る
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
な
ど
ペ

ル
ー
が
誇
る
文
化
遺
産
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
「
富
と
誇
り
」
シ
リ
ー
ズ
の
硬
貨
の

発
行
を
始
め
た
ほ
か
（
写
真
1
左

上
）、
主
要
コ
イ
ン
で
あ
る
一
、
二
、

五
ヌ
エ
ボ
・
ソ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
も
刷
新

し
た
。
二
〇
一
二
年
に
は
五
種
類
す
べ

て
の
紙
幣
の
デ
ザ
イ
ン
も
マ
イ
ナ
ー

チ
ェ
ン
ジ
し
た
。
い
ず
れ
も
デ
ザ
イ
ン

の
変
更
だ
け
で
額
面
は
こ
れ
ま
で
と
同

様
で
あ
る
。
発
行
か
ら
二
〇
年
以
上

経
っ
て
も
そ
の
価
値
が
大
き
く
変
わ
っ

て
い
な
い
ヌ
エ
ボ
・
ソ
ル
は
、
ペ
ル
ー

国
民
の
信
用
を
獲
得
し
て
、
安
定
し
た

経
済
成
長
を
続
け
て
い
る
ペ
ル
ー
経
済

の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
ペ
ル
ー
の
通
貨
が
今
日
の
よ

う
に
国
民
の
信
用
を
得
る
ま
で
に
は
長

い
道
の
り
が
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
こ
れ

ま
で
に
ペ
ル
ー
の
貨
幣
が
た
ど
っ
た
道

の
り
を
振
り
返
え
る
と
と
も
に
、
最
近

の
動
向
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

●
貨
幣
発
行
の
中
心
地

　

ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
で
あ
っ
た
一
六

〜
一
九
世
紀
、
リ
マ
は
メ
キ
シ
コ
・
シ

テ
ィ
と
並
ん
で
新
大
陸
の
貨
幣
発
行
の

中
心
地
で
あ
っ
た
。
一
五
四
三
年
に
ペ

ル
ー
副
王
領
が
創
設
さ
れ
た
の
ち
、
新

大
陸
で
産
出
す
る
金
や
銀
を
利
用
し
て

貨
幣
を
鋳
造
す
る
た
め
に
、
一
五
六
五

年
に
はC

asa N
acio

n
al d

e M
o
n
e-

d
a

（
国
立
造
幣
所
）
が
リ
マ
に
設
け

ら
れ
た
。
一
六
世
紀
後
半
、
造
幣
所
が

新
大
陸
最
大
の
銀
鉱
山
が
あ
る
ポ
ト
シ

（
現
在
の
ボ
リ
ビ
ア
）
に
移
さ
れ
た
た

め
に
リ
マ
の
造
幣
所
は
一
時
期
閉
鎖
さ

れ
た
が
、
一
七
世
紀
半
ば
に
は
再
開
し

た
。
こ
こ
で
作
ら
れ
た
レ
ア
ル
銀
貨
や

エ
ス
ク
ー
ド
金
貨
は
、
新
大
陸
の
み
な

ら
ず
本
国
の
ス
ペ
イ
ン
で
も
広
く
流
通

し
た
。

　

ペ
ル
ー
は
一
八
二
一
年
に
共
和
国
と

し
て
独
立
し
た
が
、
共
和
国
政
府
が

人
々
の
支
持
を
得
る
過
程
で
、
貨
幣
は

独
立
の
象
徴
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
。
一
八
二
三
年
、
独
立
に
抵
抗

を
続
け
た
副
王
政
府
は
リ
マ
に
あ
っ
た

造
幣
所
を
破
壊
し
、
鋳
造
に
使
う
機
械

を
ク
ス
コ
に
運
ん
だ
。
新
し
い
貨
幣
の

発
行
を
妨
げ
て
、
共
和
国
へ
の
支
持
の

広
が
り
を
阻
止
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
独
立
後
も
銀
鉱
山
は
し
ば
ら
く

の
間
、
副
王
政
府
の
支
配
下
に
あ
っ
た

た
め
、
共
和
国
政
府
は
銅
で
硬
貨
を

作
っ
た
り
、
紙
幣
を
発
行
し
た
り
し

た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
貨
幣
は
人
々
の

信
用
を
得
ら
れ
ず
、
広
ま
ら
な
か
っ
た
。

　

一
八
二
五
年
、
共
和
国
政
府
の
下
で

初
め
て
金
貨
と
銀
貨
が
発
行
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
硬
貨
の
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
国

の
紋
章
が
採
用
さ
れ
た
。
現
在
で
も
す

べ
て
の
硬
貨
の
表
に
は
紋
章
が
刻
ま
れ

て
い
る
。
紋
章
の
中
央
部
に
は
、
高
級

な
繊
維
を
生
む
南
米
ラ
ク
ダ
科
の
ビ

ク
ー
ニ
ャ
、
マ
ラ
リ
ヤ
の
薬
で
あ
る
キ

ニ
ー
ネ
が
と
れ
る
キ
ナ
の
木
、
角
に

入
っ
た
金
貨
と
、
ペ
ル
ー
の
豊
か
な
資

源
が
記
さ
れ
て
い
る
（
写
真
2
）

●
通
貨
へ
の
不
信

　

一
九
二
二
年
、
ペ
ル
ー
で
は
通
貨
の

発
行
を
管
理
す
る
た
め
に
準
備
銀
行

（B
an

co
 d

e R
eserva d

el P
erù

）

が
設
立
さ
れ
、
一
九
三
一
年
に
現
在
の

写真1　ペルーの主要硬貨（裏）。
上段が1ヌエボ・ソル、下段が 2、
5ヌエボ・ソル（筆者撮影）

写真 2　1ヌエボ・ソルの表に刻まれた国
の紋章（筆者撮影）
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誇
り
を
通
貨
に
刻
む
―

清
水
達
也
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中
央
銀
行
（B

an
co

 C
en

tral d
e 

R
esrva d

el P
erù

）
に
改
組
さ
れ

た
。
し
か
し
二
〇
世
紀
の
ペ
ル
ー
経
済

を
見
る
限
り
、
中
央
銀
行
は
通
貨
の
価

値
を
保
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
通
貨
単
位
の
切
り

下
げ
、
通
貨
の
切
り
替
え
が
繰
り
返
さ

れ
、
国
民
は
国
内
通
貨
に
対
し
て
大
き

な
不
信
感
を
抱
い
て
い
た
。

　

世
界
恐
慌
に
よ
る
経
済
危
機
を
機
に

一
九
三
一
年
に
導
入
さ
れ
た
ソ
ル
（
正

式
に
は
「
ソ
ル
・
デ
・
オ
ロ
」
ス
ペ
イ

ン
語
で
「
金
の
太
陽
」
の
意
）
は
、
輸

出
産
品
の
拡
大
を
背
景
に
一
九
六
〇
年

代
ま
で
は
安
定
し
た
価
値
を
保
っ
て
い

た
。
し
か
し
一
九
七
〇
年
代
以
降
は
輸

出
の
不
調
に
よ
り
そ
の
価
値
が
徐
々
に

低
下
し
た
。
一
九
五
〇
年
に
は
一
ド
ル

＝
一
五
ソ
ル
前
後
で
あ
っ
た
為
替
レ
ー

ト
は
、
一
九
七
五
年
に
は
四
〇
ソ
ル
ま

で
下
が
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
八
〇
年
代

前
半
に
は
財
政
支
出
の
拡
大
に
よ
り
イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
進
行
し
て
、
年
率

一
〇
〇
％
を
超
え
た
。
そ
の
結
果
、
為

替
レ
ー
ト
は
一
九
八
〇
年
に
一
ド
ル
＝

三
〇
〇
ソ
ル
、
一
九
八
五
年
に
は
一
万

三
〇
〇
〇
ソ
ル
に
達
し
た
。

　

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
進
行
に
よ
り

硬
貨
は
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
一
九

七
〇
年
代
中
頃
ま
で
、
一
〇
、
二
〇
セ

ン
テ
ィ
モ
（
セ
ン
テ
ィ
モ
は
一
〇
〇
分

の
一
ソ
ル
）、
二
分
の
一
ソ
ル
な
ど
の

硬
貨
が
発
行
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後

は
発
行
さ
れ
る
硬
貨
の
額
面
が
上
昇
し

た
。
し
か
し
ソ
ル
の
価
値
は
さ
ら
に
大

き
く
下
落
し
、
少
額
の
硬
貨
は
用
を
足

さ
な
く
な
っ
た
。
高
額
の
硬
貨
も
、
金

属
と
し
て
の
価
値
が
額
面
を
上
回
っ
た

た
め
、
市
中
か
ら
姿
を
消
し
た
。
こ
の

時
代
に
は
あ
め
玉
や
マ
ッ
チ
箱
な
ど

が
、
雑
貨
店
で
お
釣
り
の
代
わ
り
に
使

わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
（
ペ

ル
ー
貨
幣
博
物
館M
u
seo

 N
u
m

is-

m
àtico

 d
el P

erù

の
展
示
に
よ
る
）。

　

一
九
八
五
年
に
始
ま
っ
た
第
一
次
ガ

ル
シ
ア
政
権
は
新
た
な
通
貨
単
位
と
し

て
「
イ
ン
テ
ィ
」（
ケ
チ
ュ
ア
語
で
「
太

陽
」
の
意
）
を
導
入
し
一
〇
〇
〇
ソ
ル

＝
一
イ
ン
テ
ィ
に
設
定
し
た
。
当
初
の

為
替
レ
ー
ト
は
一
ド
ル
＝
一
三
イ
ン

テ
ィ
程
度
で
あ
っ
た
。

　

通
貨
の
切
り
替
え
に
よ
り
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
一
時
的
に
収
ま
っ
た
も

の
の
、
債
務
危
機
に
際
し
て
ガ
ル
シ
ア

政
権
が
と
っ
た
財
政
拡
大
政
策
は
そ
の

後
再
び
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速
さ

せ
た
。
年
間
の
イ
ン
フ
レ
率
は
一
九
八

六
年
の
七
八
％
か
ら
一
九
九
〇
年
に
は

七
四
八
二
％
に
ま
で
上
昇
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
再
び
硬
貨
は
流
通
し
な
く
な
っ

た
。
新
た
に
発
行
さ
れ
た
紙
幣
の
額
面

も
徐
々
に
上
昇
し
、
一
九
九
〇
年
に
は

五
〇
〇
万
イ
ン
テ
ィ
紙
幣
が
発
行
さ
れ

た
（
写
真
3
）。
イ
ン
テ
ィ
は
信
用
を

失
い
、
国
民
は
代
わ
り
に
米
ド
ル
に

頼
っ
た
。
輸
入
品
の
価
格
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
家
賃
や
民
間
企
業
の
賃
金
、

銀
行
ロ
ー
ン
は
ド
ル
建
て
が
一
般
的
に

な
り
、
イ
ン
テ
ィ
建
て
の
給
与
を
受
け

取
っ
た
公
務
員
は
す
ぐ
さ
ま
ド
ル
に
両

替
し
た
。
こ
う
し
て
、
街
角
に
立
つ
両

替
商
の
姿
は
ペ
ル
ー
の
都
市
部
の
日
常

の
風
景
と
な
っ
た
。

●
通
貨
の
信
用
回
復

　

一
九
九
〇
年
に
始
ま
っ
た
フ
ジ
モ
リ

政
権
は
、
大
胆
な
経
済
改
革
を
実
施
し

て
経
済
を
安
定
さ
せ
、
通
貨
の
信
用
回

復
に
務
め
た
。
一
九
九
一
年
に
は
新
し

い
通
貨
単
位
ヌ
エ
ボ
・
ソ
ル
（「
新
し

い
ソ
ル
」
の
意
）
を
導
入
し
、
一
〇
〇

万
イ
ン
テ
ィ
を
一
ヌ
エ
ボ
・
ソ
ル
に
設

定
し
た
。
経
済
改
革
で
は
、
補
助
金
を

廃
止
し
て
財
政
支
出
を
抑
え
、
価
格
統

制
を
撤
廃
し
た
。
そ
の
結
果
、
導
入
直

後
は
物
価
が
上
昇
し
た
も
の
の
、
物
価

上
昇
率
は
次
第
に
下
が
り
、
一
九
九
七

年
に
は
一
〇
％
を
切
っ
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
も
歴

代
政
権
は
、
市
場
経
済
を
尊
重
し
財
政

規
律
を
重
視
す
る
経
済
政
策
を
継
続
し

た
。
そ
の
結
果
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
、
物

価
上
昇
率
、
為
替
レ
ー
ト
な
ど
い
ず
れ

も
安
定
し
た
（
図
1
）。

　

ま
ず
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
、
二
〇
〇
二

年
以
降
ほ
ぼ
五
％
以
上
を
記
録
し
て
い

る
。
世
界
金
融
危
機
の
影
響
を
受
け
た

二
〇
〇
九
年
も
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
域
内

の
多
く
の
国
々
が
マ
イ
ナ
ス
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

成
長
率
を
記
録
し
た
な
か
、
ペ
ル
ー
は

プ
ラ
ス
の
成
長
を
維
持
し
た
数
少
な
い

国
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。
次
に
物
価
上

昇
率
は
、
中
央
銀
行
の
目
標
と
す
る
二

〜
二
・
五
％
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
一
％
に

ほ
ぼ
収
ま
り
、
概
ね
二
〜
四
％
で
推
移

し
て
い
る
。
さ
ら
に
対
米
ド
ル
の
為
替

レ
ー
ト
は
一
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
ド
ル
安

の
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
二
〇
〇
二
年

の
一
ド
ル
＝
三
・
五
二
ヌ
エ
ボ
・
ソ
ル

か
ら
、
二
〇
一
二
年
に
は
二
・
五
七
ヌ

エ
ボ
・
ソ
ル
へ
と
二
五
％
ほ
ど
切
り
上

写真 3　1990 年のハイパーインフレーション時に発行さ
れた 500 万インティ紙幣（ペルー中央銀行提供）。
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が
っ
て
い
る
。
さ
ら
な
る
ヌ
エ
ボ
・
ソ

ル
高
を
避
け
る
た
め
に
、
中
央
銀
行
が

ド
ル
買
い
介
入
を
頻
繁
に
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
、
ヌ
エ
ボ
・
ソ
ル
に
対
す

る
国
民
の
信
用
は
大
き
く
向
上
し
て
い

る
。
ペ
ル
ー
経
済
の
ド
ル
化
率
（
通
貨

に
し
め
る
米
ド
ル
の
割
合
）
を
み
る

と
、
一
九
九
〇
年
代
は
七
〇
％
前
後
で

変
化
が
な
か
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代

に
入
っ
て
徐
々
に
下
が
り
、
二
〇
一
一

年
に
は
約
四
〇
％
ま
で
減
少
し
て
い

る
。
ペ
ル
ー
で
は
一
般
市
民
が
ヌ
エ

ボ
・
ソ
ル
と
ド
ル
の
両
方
の
銀
行
口
座

を
持
ち
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
は
ど
ち
ら
の
口
座

か
ら
も
ど
ち
ら
の
通
貨
で
も
引
き
出
す

こ
と
が
で
き
る
。
街
中
の
ス
ー
パ
ー
で

は
、
価
格
表
示
は
ヌ
エ
ボ
・
ソ
ル
で
あ

る
が
、
ド
ル
現
金
に
よ
る
支
払
い
も
可

能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
自
由
な
為
替

制
度
の
下
で
ド
ル
化
率
が
大
き
く
減
少

し
て
い
る
こ
と
は
、
国
内
通
貨
の
ヌ
エ

ボ
・
ソ
ル
が
再
び
国
民
の
信
用
を
取
り

戻
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

●
国
の
誇
り
を
通
貨
に
刻
む

　

ヌ
エ
ボ
・
ソ
ル
を
導
入
し
た
一
九
九

一
年
、
中
央
銀
行
は
一
、
五
、
一
〇
、

二
〇
、
五
〇
セ
ン
テ
ィ
モ
、
一
、
二
、

五
ヌ
エ
ボ
・
ソ
ル
の
八
種
類
の
硬
貨

と
、
一
〇
、
二
〇
、
五
〇
、
一
〇
〇
ヌ

エ
ボ
・
ソ
ル
の
四
種
類
の
紙
幣
を
発
行

し
た
。
一
九
九
五
年
に
は
二
〇
〇
ヌ
エ

ボ
・
ソ
ル
紙
幣
を
追
加
し
た
ほ
か
、
二

〇
一
一
年
に
は
価
値
が
小
さ
く
て
退た

い

蔵ぞ
う

さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
一
セ
ン
テ
ィ

モ
硬
貨
を
廃
止
し
た
。
そ
れ
以
外
は
硬

貨
・
紙
幣
と
も
、
現
在
も
額
面
は
変

わ
っ
て
い
な
い
。

　

安
定
し
た
経
済
成
長
や
通
貨
に
対
す

る
国
民
の
信
用
回
復
を
背
景
に
、
中
央

銀
行
は
ヌ
エ
ボ
・
ソ
ル
の
導
入
か
ら
二

〇
年
に
な
る
二
〇
一
一
年
前
後
か
ら
限

定
硬
貨
の
発
行
や
硬
貨
と
紙
幣
の
デ
ザ

イ
ン
刷
新
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
ず
二
〇
一
〇
年
に
は
ペ
ル
ー
各
州

の
代
表
的
な
文
化
遺
産
な
ど
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
「
ペ
ル
ー
の
富
と
誇
り
」

（R
iq

u
eza y O

rgu
llo

 d
el P

erù

）

シ
リ
ー
ズ
の
発
行
を
開
始
し
た
。
全
二

六
種
類
を
毎
年
四
枚
、
各
一
〇
〇
〇
万

枚
発
行
す
る
計
画
で
、
す
べ
て
の
発
行

が
終
わ
る
ま
で
に
は
七
年
か
か
る
。
こ

の
シ
リ
ー
ズ
の
意
図
に
つ
い
て
ペ
ル
ー

中
央
銀
行
発
券
局
ホ
ル
ヘ
・
ネ
グ
ロ
ン

氏
は
「
通
貨
を
単
に
交
換
の
手
段
と
し

て
だ
け
で
な
く
文
化
の
普
及
に
も
利
用

し
た
い
。
ま
た
、
長
期
間
で
の
発
行
を

計
画
す
る
こ
と
で
国
民
に
通
貨
の
価
値

の
安
定
を
印
象
づ
け
た
い
」
と
語
っ
て

い
る
。
絵
柄
に
は
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
遺
跡

の
ほ
か
、
八
〜
一
三
世
紀
に
ペ
ル
ー
の

北
部
海
岸
地
域
で
栄
え
た
モ
チ
ェ
文
明

な
ど
で
用
い
ら
れ
た
儀
礼
用
の
ナ
イ
フ

で
あ
る
「
金
の
ト
ゥ
ミ
」（T

u
m

i d
e 

O
ro

）
な
ど
ペ
ル
ー
各
地
の
文
化
遺
産

を
採
用
し
た
。

　

次
に
二
、
五
ヌ
エ
ボ
・
ソ
ル
の
デ
ザ

イ
ン
が
刷
新
さ
れ
た
。
ナ
ス
カ
の
地
上

絵
に
あ
る
ハ
チ
ド
リ
（
二
ヌ
エ
ボ
・
ソ

ル
）
と
グ
ン
カ
ン
ド
リ
（
五
ヌ
エ
ボ
・

ソ
ル
）
の
絵
柄
は
そ
れ
ま
で
と
同
じ
で

あ
る
が
、
以
前
よ
り
大
き
く
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
（
写
真
1
下
）。
こ
の
二
つ
の

硬
貨
の
み
偽
造
を
難
し
く
す
る
た
め
に

二
種
類
の
金
属
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
一
年
一
一
月
に
は
紙
幣
の
デ

ザ
イ
ン
が
刷
新
さ
れ
た
。
こ
の
刷
新
で

は
偽
造
防
止
の
最
新
技
術
が
取
り
入
れ

ら
れ
た
ほ
か
、
裏
の
デ
ザ
イ
ン
が
変
更

さ
れ
、
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
遺
跡
（
一
〇
ヌ

エ
ボ
・
ソ
ル
）
や
南
米
最
古
と
い
わ
れ

る
カ
ラ
ル
遺
跡
（
二
〇
〇
ヌ
エ
ボ
・
ソ

ル
）
の
イ
メ
ー
ジ
が
採
用
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
二
〇
一
二
年
八
月
に
は
一
ヌ

エ
ボ
・
ソ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
も
刷
新
さ
れ

た
（
写
真
1
右
上
）。
額
面
表
示
を
従

来
の
文
字
か
ら
数
字
に
変
え
た
ほ
か
、

観
光
や
貿
易
で
ペ
ル
ー
を
振
興
す
る
た

め
に
政
府
が
制
定
し
た
ト
レ
ー
ド
マ
ー

ク
で
あ
る
「
マ
ル
カ
・
ペ
ル
ー
」

（M
arca P

erù

）
を
取
り
入
れ
た
。

こ
れ
は
ナ
ス
カ
の
地
上
絵
を
モ
チ
ー
フ

に
ペ
ル
ー
の
頭
文
字
Ｐ
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
も
の
で
、
ペ
ル
ー
産
の
商
品
な
ど
に

つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
フ
レ
が
激
し
か
っ
た
時
代
は
利

用
が
進
ま
な
か
っ
た
ペ
ル
ー
の
硬
貨

も
、
二
〇
年
以
上
に
わ
た
る
経
済
の
安

定
に
よ
っ
て
国
民
の
日
常
生
活
に
欠
か

せ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
通
貨
の
価
値

を
維
持
し
て
き
た
と
い
う
中
央
銀
行
の

自
信
と
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
域
内
で
は

随
一
の
安
定
成
長
を
実
現
し
て
い
る
国

の
誇
り
が
硬
貨
に
も
刻
ま
れ
て
い
る
。

（
し
み
ず　

た
つ
や
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

前
在
ペ
ル
ー
海
外
研
究
員
）

為替レート（S/.）物価上昇率（％）GDP成長率（％）
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図 1　ペルーの経済指標

（出所）ペルー中央銀行（www.bcrp.gob.pe）。
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